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社会資本整備の計画初期段階における情報伝達は，市民がその計画に興味を持ち，その後のパブリッ

ク・インボルブメント・プロセス全般にわたって継続的に計画主体と市民の間で情報交換がなされるため

に重要である．計画主体は，そのプロセス中に事業に関わるニュースレターを発行して，情報を伝えよう

とすることが多い．そこで本研究では，一般的な新聞折り込みチラシの中に独自に作成したニュースレタ

ーである広報資料を混ぜたものを，アイカメラを装着した被験者に読んでもらい，閲覧中の視線を計測し，

読後の質問紙調査の結果から得られた興味との関係を分析した．被験者の興味を瞳孔径や停留点回数で回

帰したところ，有効な偏回帰係数が得られた．  

 

        Key Words : public involvement, newsletter, eye camera, information distribution, outreach  
 

 

1. はじめに 
 

近年の社会資本整備事業において，パブリック・イン

ボルブメント（以下 PI）が体系的に位置付けられ， PI

を実際に導入していくための環境は概ね整備されたと考

えられる．しかし制度的な枠組みは整ったにも関わらず，

市民の関心があまり喚起されず想定していたような効果

が発揮されていない事例が多い 1)． 

PI を行う上で，計画初期段階における情報伝達活動

は，社会資本整備計画に市民の意識を向けるための重要

な要素の一つであり，多くの市民を巻き込むことができ

る．中でも市民が最初に計画についての情報に接するで

あろうニュースレターや広報誌などの広報資料は最も重

要な情報伝達手法であると考えられる． 

寺部ら2)，鈴木ら3)，Terabe et al.4)は広報資料を閲覧する

際の読者の瞳孔径に着目し一連の研究を実施したが，読

者の興味を表す手法は複数存在し，広報資料において瞳

孔径がどのくらい興味を表すことができるかということ

に関しては，十分明らかにしてはいない． 

また，鈴木ら5)は瞳孔径と停留点の回数という二つの

指標を用いて実験を行い，事後調査により得られた被験

者が評価した興味順位との関係付けをおこなった．なお、

停留点とは，被験者が無意識に視線を止める生体反応の

ことをいい，200～300[msec]の間，留まる視点のことを

いう． 

 本研究では，より日常生活で折込チラシを読むような

環境設定のもと得られた実験データを分析した．実験の

概要は鈴木ら5)と同じである．  

 
 
2. 実験内容 

 

(1)実験の流れ5) 

実験において被験者にアイカメラを装着し，社会基盤

整備に関する架空の広報資料「千葉柏道路計画」(図-1)

が紛れ込んでいる折込チラシ 13 枚を読んでもらい視線

測定を行った．その際の読む順序や時間等は全て被験者

に委ねた．被験者が一通り読み終わったら合図をしても

らいアイカメラの測定を止めた．なお，被験者には，社

会基盤整備に関する広報資料についての実験であること

が分からないよう，事前に「アイカメラという機械を装

着して，新聞に入っているような折込チラシを読んでも

らって，その後簡単なアンケートにお答え頂くという簡

単な実験です」とだけ伝えていた．また実験当日は被験

者に口頭で再度簡単に説明した． 

読み終わった後の質問紙調査では，メディア接触状況

や広報資料に対する関心度合い，計画に対する興味度・

理解度，広報資料に対する意見，作成資料の興味に対す
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る項目別ランキングについての設問に対し回答してもら

い，その理由についても記述してもらうようにした． 

被験者は東京理科大学の学生 10代もしくは 20代の男

女 30人である．実験は平成 24年 11月 30日(金)～12月 2

日(日)の三日間で実施した．本研究ではデータの欠損が

多かった 2 名を除いた 28 名の被験者のデータを解析す

る． 

 

 

3. 実験結果とその考察 

 

今回の実験において用いた広報資料は，図-1のように

その領域を区分けし，表-1のような名称と内容を含んで

いる． 

興味や関心のあるものを見ると無意識のうちに瞳孔は

拡大する6)，という瞳孔径の性質を活かし実験により得

られた瞳孔径のデータに着目した．瞳孔径は被験者によ

って，元来の大きさが異なるため，被験者別に標準化し

た． 

次に視認行動の停留点回数が多く，停留時間が長いほ

ど，興味を示しているという知見3)を活かし停留点回数

にも着目する．停留点回数も瞳孔径と同様で個人差があ

るため，標準化した値を用いた．  

 

 

4. 広報資料の領域に対する興味度の推定 

 

ここでは，事後の質問紙調査で被験者ごとに得られた，

広報資料の領域に対する興味の順位を，アイカメラによ

る視線計測の結果から得られる定量的データで回帰する

ことにより，広報資料の興味と瞳孔径や停留点回数がど

のような関係であるかを，より詳しく考察する．用いた

データは被験者が意識調査で答えた各領域の興味の順位

と，その時の平均瞳孔径，平均停留点回数である．目的

変数を興味の順位，説明変数を平均瞳孔径，平均停留点

回数として重回帰分析を行った．  

重回帰分析の結果，目的変数(興味の順位:値が小さい

ほど高順位) Y と説明変数(平均瞳孔径，平均停留点回

数) 
1X ，

2X との関係式(1)が得られた． 

27.563.1669.0 21  XXY     (1) 

また，この式の精度を表す自由度調整済み決定係数は

0.463となり，やや良いと言える．また，偏回帰係数が0で

あるとする帰無仮説を立てたうえでの検定の結果，すべ

ての偏回帰係数について有意水準1％で棄却できた．また，

説明変数の偏回帰係数間において多重共線性はおきてい

ない． 

 

 

 

 

図-1 千葉柏道路の広報資料及び領域分け 

 

表-1 広報資料の領域の名称とその内容 

領域 名称 内容 

1 題名 社会基盤整備広報資料のタイトル「千葉柏道路」 

2 計画の概要 「千葉柏道路」の計画が始まることの説明と路線の概要図 

3 地域の課題 当該地域の道路渋滞がひどいことを概説する 

4 PIプロセス PIとそのプロセスをフロー図を用いて説明する 

5 有識者委員会 有識者委員会の設立，討議内容，メンバー，今後の予定を説明する 

6 現道の問題点 現在の道路の混雑状況を説明する 

7 道路の必要性① 当該地域は交通事故の頻度が高いことを説明する 

8 道路の必要性② 当該地域は大規模店舗開発や住宅開発が進展していることを説明する 

9 渋滞・事故発生図 渋滞や事故が発生している箇所を図で説明する 

10 連絡先 事務局の連絡先 
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5. おわりに 

 

我が国の社会基盤整備の計画段階において，ニュ

ースレターなどの広報資料が，市民への情報提供手

段として最もよく用いられている．そこで，その広

報資料をどのように編集したら市民がより関心を抱

くかについて，定量的に室内実験を通じて明らかに

することが本研究の目的であった． 

そこで，アイカメラを装着した被験者に，一般家

庭に届く家電量販店やスーパー等の新聞折り込みチ

ラシの中に独自に作成した広報資料を混ぜて読んで

もらい，閲覧時における被験者の瞳孔径と停留点回

数等を計測し，読後の質問紙調査の結果から得られ

た被験者の抱く興味との関係を分析した． 

分析の結果，広報資料を読んだ後に資料中のある

領域を評価した興味の順位は，その領域を閲覧中の

瞳孔径が大きくなる程，また，停留点の回数が多く

なる程，高くなることが分かった．  
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